
平
成
最
後
の
年
も
早
や
二
月
、   い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

仁
柿
住
民
協
議
会
も
発
足
か
ら  十

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
後
も  こ

れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
住
み
よ
い
仁
柿
づ
く
り
に   向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開  し

て
い
く
所
存
で
す
。 

本
年
度
最
後
の
事
業
は
、
三
月
に 伊

勢
本
街
道
仁
柿
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を 計

画
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

     

昨
年
、
一
昨
年
に
続
き
仁
柿
地
域
を

中

心

と

し
た
ウ

ォ
ー

キ
ン
グ
を    三

月
三
日
（日
）に
実
施
し
ま
す
。 

 

当
日
は
仁
柿
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、

藁
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
龍
仁
ち
ゃ
ん
」～ 
行

悦
の
廻
国
供
養
塔
～
常
夜
灯
～  
両

泉
寺
～
青
木
邸
を
巡
り
仁
柿
小
学
校
に

帰
る
コ
ー
ス
を
企
画
し
ま
し
た
。 

事
前
の
申
込
み
は
必
要
な
く
、   当

日
九
時
か
ら
九
時
三
〇
分
の
間
に ス

タ
ー
ト
場
所
の
仁
柿
小
学
校
の   受

付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
九
時
三
〇
分
に  ス

タ
ー
ト
し
概
ね
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を 歩

き
、
時
間
は
一
時
間
三
十
分
程
度
の

見
込
み
で
す
。 

み
ん
な
で
歩
い
て
、
仁
柿
の「
良
さ
」

「
大
切
さ
」を
実
感
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

当
日
は
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加  い

た
だ
き
、
お
茶
な
ど
の
飲
み
物
を  ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

   

第
三
〇
回「
新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」 

一
月
一
日
十
一
時
か
ら
開
会
式
、 そ

の
後
ス
タ
ー
ト
。 

二
百
十
人
が
小
学
生
男
子
の
部
、 女

子
の
部
や
自
称
老
人
の
部
な
ど  五

つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
参
加
。 

当
日
は
恒
例
の
餅
つ
き
体
験
や   抽

選
会
の
ほ
か
三
〇
回
を
記
念
し
て 「

餅
ま
き
」を
実
施
。 

山
間
に
歓
声
が
響
く
に
ぎ
や
か
な ひ

と
時
で
し
た
。 

 

 

 
 

各
部
門
の
優
勝
者 (

敬
称
略
） 

 
小
学
生 

  
男
子
の
部  
中
村 
海
斗 

  
女
子
の
部  
辻 
梨
乃
彩 

 
中
高
一
般 

  
男
子
の
部  
林 
侑
汰 

  
女
子
の
部  
樫
谷 
桃
佳 

 
自
称
老
人
の
部 

          
上
見 
佳
嗣 

   

一
月
二
七
日
（日
）に
十
三
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。 

午
前
八
時
に
仁
柿
小
学
校
に
集
合
し
、

作
業
に
向
か
い
ま
し
た
。 

作
業
は
櫃
坂(

ひ
っ
さ
か)

峠
を
上
下

二
組
に
分
か
れ
枯
れ
枝
や
落
石
の
除
去

な
ど
の
作
業
を
行
い
、
二
時
間
余
り
で

終
了
し
ま
し
た
。 

    
 

参

加

い
た

だ

い
た

皆

さ

ま

、     お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

伊
勢
本
街
道 

（櫃
坂
峠
） 

修
復
作
業 
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スタートの風景 


